
















































1914）」は 6 章からなる。第 5 章「シュツットガルトでの生活と活動―フリードリヒ・ツ
ンデル／ローザ・ルクセンブルクの出現」、第 6 章「ドイツ社会民主党の女性政策とロー
ザ・ルクセンブルクとの交友」、第 7 章「『平等』の編集・内容と変遷、リリー・ブラウン
との論争、クラーラの追放」、第 8 章「第 2 インターナショナルの女性政策とのかかわ















　第Ⅲ部「戦争と革命」は、1914 年から 1933 年のクラーラの死までを扱う。世界でも初
めて公開された貴重な資料を多く用いた内容を含む 6 章からなる。第 11 章「世界大戦・
ロシア革命・ドイツ革命と女性」、第 12 章「ドイツ共産党とコミンテルンの間で」、第 13






の国会議員であり続けた。1932 年には 75 歳で最年長議員として国会開会演説をしている。
同時にクラーラはレーニンの生前のコミンテルンで活動し、クラーラの女性運動の方針が








　筆者によれば、本書の目的は 2 つ。第 1 に、資料によって可能な限り、クラーラという
人物の実像に迫り、彼女が歴史のなかでどのような役割を持ったかを示す。第 2 に、ク
ラーラの著作や生き方が、世界や日本のジェンダー平等の運動や現在に連なり寄与する点
を考察する、ということである。第 1 点は誰が見ても成功しているといえよう。第 2 点
は、評価が分かれよう。ラディカル・フェミニズムあるいは言説論者からは否定されもし
よう。しかし本書が「国際女性デー」の起源をめぐる探求によって明示したこと以外に
も、現代に連なる諸点がある。クラーラの活動が一貫して国際女性運動を視野に入れてい
たことは明らかである。「社会主義」という名目にとらわれず、その根本に据えられた国
際性を見逃すべきではない。またクラーラは労働運動の歴史のなかで、はっきりと女性労
働者の問題が何かを視野に入れて主張し続けた、最初の人物のひとりであることも間違い
ない。女性と母性・家庭経営の関係性の問題は今もって複雑である。全ての女性にではな
いにせよ、いまだ多くの働く女性にとってこの問題は未解決の二重負担であり続けてい
る。ラディカル・フェミニズムが女性と母性を切り離し、ポスト・モダンの言説論者が生
身の身体を持つ女性からジェンダー問題を切り離して、言説分析に向かった後であって
も、クラーラが取り組んだこの問題を、私たちはジェンダーの問題として、自らの課題と
して考え続けねばならない。
　本書は、「ジェンダー平等と反戦の生涯」という副題を持っている。ドイツ語で書かれ
た表題は正確には「クラーラ・ツェトキーン（1857-1933）。伝記。ジェンダー平等のため
に―反戦、反ファシズム―平和のために」とある。なかんずく女性、しかし全ての人の
ジェンダー平等のために、そして平和のために、というのは伊藤先生の姿勢でもあろう。
先生は、1963 年に新川士郎教授からクラーラ・ツェトキーンの女性解放論を、「このテー
マと心中せよ」と与えられた。50 年をかけたこの研究を本書刊行を以て一応の区切りと
する、と明記されている。先生のテーマは女性問題そのものであって、クラーラ個人では
ないためである。しかし「程度の差こそあれ地球上で、女性が解放されている国というも
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のはまだない」（本書 903 頁）。クラーラが自分の理想の実現を託し（そして実現しな
かっ）た「社会主義」とは何か、という問いにまで視野は広がっていく。混迷する 21 世
紀に入り、ジェンダー平等も世界平和もまだ実現していない。人類の理想社会を求めて、
女性問題と平和希求のための研究は終わらないのである。
　なお同書は、2014 年度社会政策学会賞学術賞を受賞している。深い感謝をこめて、と
もに喜び、また先生のこれからの更なる研究に対し大いなる期待を表明して、この稿を閉
じたいと思う。
（かけがわ　のりこ　　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授）
